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～長田小学校とアルゼンチンとの交流～ 

一振りの日本刀が縁～モンテネグロ公使と野本作兵衛氏～ 

 

 境町では国際感覚豊かな児童・生徒の育成と国際社会で活躍できる若者を育てるためアルゼン

チンや中国・上海との国際交流に取り組んでいます。なかでも、アルゼンチン共和国との国際交流

では、昭和１０年（１９３５）２月１９日、蛇池の境町立長田小学校にアルゼンチン代理公使モンテネ

グロ氏が来校したことが交流の始まりで、それ以降、今日にいたるまで、８２年間も友好関係は続いて

います。 

 昭和６３年（１９８８）６月２日にはアルゼンチンからエンリケ・J・ロス大使他５名の使節が来校し、「長

田小学校アルゼンチン共和国記念之碑」建立式典が挙行され、長田小学校ではこの日を「アルゼ

ンチンの日」と定め、毎年、アルゼンチン大使館より大使や公使を招待し交流会を開催しています。 

 長田小学校とアルゼンチン共和国が今日の友好関係を結ぶこととなったのは、今から遡ること約１

１０年前の明治３７年（１９０４）に日本とロシア帝国との間に起こった日露戦争が深く関わっています。

明治３８年（１９０５）５月、連合艦隊の旗艦三笠で指揮し、後に東洋のネルソン（イギリス海軍提督）

と称された司令長官東郷平八郎（海軍大将・薩摩藩出身）率いる日本の連合艦隊が世界最強を

誇ったロシアのバルチック艦隊を全滅させた日本海海戦の大勝利に関係があります。 

 日本海軍の連合艦隊に編成されて大活躍した「春日」と「日進」の２隻の軍艦は、連合艦隊司令

長官東郷平八郎のイギリス留学時代に共に学んだ盟友のアルゼンチンのドメック・ガルシア提督がイ

タリアに注文していたものを日本に譲ってくれた軍艦だったのです。この２隻の軍艦が日本に秘密裏に

譲渡され、日本海軍の戦力増強になったのです。 

 昭和８年（１９３３）、この出来事の記録を読んで感銘をうけた境町上小橋の野本作兵衛氏（当時３

８歳）は、アルゼンチンに謝意を示すために家宝の名刀を携え、報知新聞社の口添えによりアルゼン

チン大使館を訪ねることになったのです。この頃、アメリカ大使館にアルゼンチン代理公使として赴任

していた親日家アルツーロ・アルバレス・

モンテネグロ氏は野本氏のこの申し出に

深く感激し、「宝刀」をガルシア提督に届

けることを約束してくれたのでした。その際

に日本刀の美しさに魅了されたモンテネ

グロ氏に、もう一振りの刀を贈ったことによ

り、二人は深い友情で結ばれることになり

ました。 

 こうした上小橋の野本作兵衛氏とモン

テネグロ公使との出会いが長田村とア

ルゼンチン公使との友好関係が始まった

のでした。 

（ながた 創立百周年記念誌抜粋長田小学校） 

（ 境町歴史民俗資料館 野村正昭 ）   


